
入間市地域防災計画（改訂素案）に対して寄せられた意見等の概要と市の考え方  
入間市では、令和４年１２月２１日（水）から令和５年１月１９日（木）までの期間で「入

間市地域防災計画（改訂素案）」に関してパブリックコメントを実施しました。その結果、５

人の方から１３件のご意見等が寄せられました。寄せられた意見等の概要と、それに対する

市の考え方は、次の通りです。 

 

№ 箇所 意見等の概要 市の考え方（対応） 

１ 

予-12 

第２編 第１章 第４

節 第１  

６ 指定緊急避難場

所・指定避難場所の指

定・周知 ⑷周知 

避難（場）所の周知について

「指定の追加、変更及び取消

し等」が分かりづらい。また

「周知を図る」とあるが、「市

民に」を補足したらどうか。 

ご意見を踏まえて、「指定の

追加」という表現を「新規指

定」に修正し、周知について

「市民に」を追記しました。 

２ 

予-13 

第２編 第１章 第４

節 

第３ 避難経路の確保 

第４ 避難計画の策定 

防災計画策定にあたっては、

訓練・研修会での反省・意見

等の反映は重要である。昨年

秋行われた市防災訓練各地区

での避難所開設訓練・運営訓

練の反省・意見等は集約され

ているのか。今後の下位計画

にどの様に反映されていくの

か。 

防災訓練後アンケートを実施

しており、反省・ご意見等の

集約を行っています。避難所

運営マニュアルや次回防災訓

練に反映させていきます。 

３ 

予-18 

第２編 第１章 第６

節 第２ 

２ 地域防災拠点の整

備 

「地域防災拠点は、各現場本

部を位置付ける」とあるが、

ここでは各現場本部ではな

く、各地区センターが適切で

はないか。 

ご意見を踏まえて、「各地区

センターを位置付ける」に修

正しました。 

４ 

予-61 

第２編 第３章 第１

節  

第２ 状況に応じた避

難活動 

災害時にペットも滞在させて

貰えるような友人知人は市内

にはおらず親類は遠方という

世帯が多いのではと危惧す

る。 

最寄りの指定避難所へのペッ

トの同行避難や、避難時間が

確保されている場合は、遠方

の親類方も避難先として検討

をお願いします。 



５ 

応（震災）-36、応（風

水）-42 

第３編 第１章 第７

節 第４、第２章 第

６節 第５ 

避難所の設置・運営 

行政的な地区割に縛られず必

要とされる避難場所・避難所

を確保すべきである。また炊

き出し場所・給水所も地形的

な条件を考えて行きやすい場

所に設置すべきである。 

避難場所・避難所は、災害種

類や災害状況により開設場所

を決定します。状況によって

は、行きやすい場所に避難場

所・避難所を開設することが

難しい場合もあります。 

６ 

応（震災）-37、応（風

水）-43 

第３編 第１章 第７

節 第４、第２章 第

６節 第５ 

３ 避難所の管理・運

営 

災害時に女性の声を反映でき

るように、地元自主防災会と

連携した女性防災人材の育成

を図る必要がある。災害はい

つ発生するかわからないの

で、来年度中には、すべての

自主防災会から最低１名の女

性が、防災士の資格を取得で

きるように、しっかり対応し

てほしい。 

女性も含めた地域の防災人材

の育成に向けて、今後も検討

を進めていきます。 

７ 

応（震災）-37、応（風

水）-43 

第３編 第１章 第７

節 第４、第２章 第

６節 第５ 

３ 避難所の管理・運

営 

要配慮者・女性・子ども・外

国人など、配慮の必要な人達

に言及、配慮のある内容にな

っていることはとても良いと

思う。また、今年度の避難訓

練で避難所の立ち上げの訓練

をしたことも実務的に分から

ない点が多数あぶりだされた

ようでとても良かったと思

う。現実的な訓練はぜひ続け

てほしい。 

今後も実災害に対応した防災

訓練の実施を進めてきたいと

考えます。 

８ 

応（震災）-45、応（風

水）-51 

第3編 第１章 第８

節、第２編 第７節 

緊急輸送 

災害時に道路の通行を可能と

することは、救出救助資機材

や支援物資の搬送において、

至急解決しなければならない

課題である。狭い道路の電線

類を地中化する政策を、来年

度から実施すべきである。 

大規模な地震等の災害が発生

した場合に救命活動や物資輸

送を行うため、重要な路線を

緊急輸送道路に指定していま

す。災害時の迅速な道路復旧

についての方策を今後検討し

ていきます。 



９ 

応（震災）-60、応（風

水）-70 

第３編 第１章、第２

章 第14節 第２ ３ 

⑴仮設トイレの確保策

の検討 

仮設トイレの設置は「公園等

の拠点に」とあるが、居住地

区には十分な広さのある市の

公園は無い。遠ければトイレ

としては大変不便である。普

段からの都市計画が問われて

いるのではないか。 

仮設トイレの設置場所は、避

難場所として指定している公

園を想定しています。設置場

所について検討するととも

に、簡易トイレの備蓄等も進

めていきます。 

10 

応（震災）-62、応（風

水）-72 

第３編 第１章、第２

章 第14節  

第３ 災害廃棄物処理 

迅速かつ円滑な復旧・復興の

ためには、災害廃棄物処理体

制を構築することが重要であ

る。市内には、災害廃棄物の

仮置場の候補地として５つの

場所を挙げているが、これで

十分足りているのか。速やか

に調査・分析を行い、その結

果を公表してほしい。 

災害廃棄物の仮置場について

は、候補地の他に、災害協定

締結先からの一時仮置場の提

供を受けることも想定してい

ます。 

11 

応（震災）-86、応（風

水）-96 

第３編 第１章、第２

章 第20節 

４ 要配慮者等を考慮

した広報の実施 

入間市国際交流協会と災害協

力協定を締結し、外国人への

災害情報の発信や相談サポー

ト体制の充実・強化を図るこ

とが必要である。また、防災

訓練への参加を促し、自治会

ごとの参加人数を公表すべき

である。 

外国人に対する災害時の支援

及び防災訓練への参加促進に

ついて、方策を検討していき

ます。 

12 

全体 分量が多いため、ダイジェス

ト版を持ち帰れるようにする

等の方策を検討してほしい。

また「第３編 災害応急対策

編」については、第１章・第

２章の内容が重複しており、

ひとつの章の中で震災・風水

害・その他特有の事があれば

追記する形にした方が読みや

すく理解しやすいのではない

か。 

ご意見を踏まえて、新旧対照

表も併せて公開する等、改訂

箇所のみを確認できるよう今

後検討していきます。重複部

分については、震災・風水害

それぞれの災害のときに、単

体で活用できるよう、昨年度

の改訂の際に現在の構成に変

更したものです。 



13 

全体 防災計画は今後いざという時

に機能するものでなければな

らない。市組織（自主防災会

等含む）が連携し下位計画の

策定の周知徹底を期待する。 

各種計画やマニュアルの作成

等も含めて、実災害時に機能

する体制づくりを実施してい

きます。 

 

 


